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̍ɽ͸͡Ίʹ
͜れまで革・革製඼のΫϨーϜࣄ例を紹

介しながら革の特性について説明してき
た̍）。今ճも革製඼、特に、革衣ྉのメン
テφンス・ΫϦーχングに関わるࣄ例につ
いて取り上͛ている。その中で、革や製඼
に໰୊のあったもの、メーカーの඼࣭؅理
やا画・๓製などものづくりに関するもの、
メーカーや販売店の৘ใ、説明ෆ足、消費
者の取ѻい方法やอ؅方法に໰୊があった
もの、ΫϦーχング店に͓ける受付時の
νΣッΫのෆඋ、ચড়޻ఔによって生͡た
のօ様の業務ޙ例などを紹介し、今ࣄނࣄ
に͓いてಉ͡աͪを܁りฦさないための৘
ใ提供となれ͹޾いである。

�ɽֵҥྉ඼のυϥΠΫϦーχϯグʹؔ͢
ΔΫϨーϜ

今ճは、ΫϦーχングޙ、ೲ඼された革
衣ྉの଱ਫ性が௿下し、Ӎなどのਫణでγ
ϛの発生やೱ৭化現৅などを生͡ていたࣄ
例や、革だと思ってΫϦーχングに出した
ら、合成皮革製だと言われてڻいたࣄ例な
どを紹介する。

�ɽ��υϥΠΫϦーχϯグʹよΔ଱ਫੑの
௿Լ

革製ίートを着、ޙɿΫϦーχング̍ྫࣄ
用していたら革ද面にനいものが付着し
ていた（ࣸਅ1-1、1-2）2
3
4）

ਃग़ɿ紳士革製ϋーフίートのԚれがͻ
どかったので、γーズン前にΫϦーχン
グに出した。ۗपりやକޱの皮ࢷԚれな
どのࢷԚれは៉ྷにআڈされていたので、
ΫϦーχングの出来ӫえには満足してい
た。פくなってきたので、৽඼ಉ様に៉
ྷになったとتんで着用していた。ある
日出ۈ時に、着用しようと思ってΫロー
θットから取り出したと͜ろ、革ද面に
നいものが付着している͜とに気づいた。
着用中に、Կかനいものが降りかかって
きたようなهԱもない。סいた෍で১い
てみたが全く取れない。ԿがݪҼか。ま
た、म理はできるのか。

革製でඇڇはࡐɿ͜の革衣ྉの素࡯؍؍֎
ৗにソフトな風合いの製඼である。実ମ
で革ද面のനい部分と正ৗ部をൺڸඍݦ
ֱして࡯؍したと͜ろ、നい部分にҟ物
かԿかが革ද面に付着しているঢ়ଶとは
֬ೝできなかった。

。められたٻҼ究明をݪҼɿඇഁյでのݪ
͜のため、h かわとはきもの/P�2065）ʱに
紹介したനいค末（TQVF
 TQFX）の見分
け方を採用する͜とはできなかったが、
実ମݦඍڸによる࡯؍から、カビではな
い͜とは明らかであった。また、付着物
でもないので、നいものを取り出してࢼ
験・分ੳを行う͜ともできない。した
がって、͜れらの৘ใだけでは、͜の現
৅のݪҼを特定する͜とは難しい。

ʰΫϨーϜྫࣄかΒֶͿֵのಛੑ��ʱ
　ֵのϝϯςφϯε（�）
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革製඼にӍやਫがかかってそのままに
して͓くと、ృບがුき上がってਫͿく
れのようなঢ়ଶになる、あるいはന化す
る͜とがある6）。͜の革はۜ面໛様が明
֬でソフトڇ革である͜とから、͜の革
の࢓上͛はアχϦン࢓上͛革の可能性が
高い。

௨ৗ、革のృ装࢓上͛はృບ形成ࡎと
して合成थࢷがओに用いられているが、
高ڃ革製඼用の革の࢓上͛には、革の自
વ感を׆かすために୿ന࣭ܥ（カθイン、
ཛന౳）物࣭を用いた࢓上͛が行われる。
͜のカθイン౳を用いた࢓上͛革をアχ
Ϧン࢓上͛革という。カθインとは、ڇ
ೕやνーズなどにؚまれるϦンタンύΫ
࣭の一छであり、ڇೕにؚまれるタンύ
Ϋ࣭の 80ˋを઎める。カθインはਫに
ೞれると઀着性を༗するので、革の࢓上
用される。し࢖のバインダーとしてࡎ͛
たがって、͜のカθインは਌ਫ性が強く
ϗルϜアルデヒυӷのఴՃでݻ定ॲ理を
ᘳな଱׬上͛は࢓すが、͜の方法でのࢪ
ਫ性をಘる͜とは難しい。͜のためアχ
Ϧン࢓上͛革がਫに৮れると革は਌ਫ性
が高いのでೞれやすくたͪまͪٵਫし๲
潤する。͜れがסく時に革とృບのؒに
ਁ入したਫ分がס૩とともにҠಈすると
その部分にۭؒを࢒しృບをුき上がら
せてしまう。͜のため、外؍的にはਫͿ
くれができたように見える。また、ಉ͡
ようなݪ理で、革の࢓上͛ృບとృບの
ؒにਫがਁ入すると、ృບに࢖用されて
いるタンύΫ࣭ܥ（カθイン、ཛന౳）
の࢓上͛ࡎが਌ਫ性であるために࢖用さ
れているथࢷを༹ղし、ന化する͜とが
ある。今ճのࣄ例は、ޙ者の現৅がىҼ
したものとਪ࡯される。

すなわͪ、大きなനいγϛが革ද面に
ଟ਺֬ೝされたのはɼ革の࢓上͛ృບと

ృບのؒにਫがਁ入し、͜のਫが਌ਫ性
のथࢷ（カθイン）を༹ղ・ന化させた
からであるとߟえられた。

ରࡦɿ༹ࡎによるΫϦーχングでృບの଱
ਫ性が௿下するというใࠂがある7
8
9）。 
͜の場合、皮革ઐ໳のΫϦーχング店で
は、ચড়、ס૩ޙのޙॲ理として଱ਫ性
を付༩するようなॲ理が行われるのが௨
ৗである。しかしながら、͜の革衣ྉの
ようにアχϦン࢓上͛革の場合、風合い
の௿下をྗۃ๷ぐ͜とを༏ઌして、でき
るだけບް感を出さないようなॲ理をࢪ
す。͜のため、本来ٻめられる଱ਫ性の
෮ݩにはࢸらなかったのではないかと思
われる。

な͓、଱ਫ性をҡ࣋、あるいは෮ݩさ
せるためには、৽඼時のソフトな風合い
をఘめ、एׯບް感のある࢓上͛ບを受
け入れ͟るをಘない場合もある。

また、消費者ができる͜とといえ͹、
଱ٱ性にはएྼׯるが、࢖用前にᎢਫࡎ
をਧき付ける͜とで଱ਫ性の޲上を図る
͜とである。ただし、Ꭲਫࡎを࢖用する
前には、ඞず目立たないと͜ろでࢼしを
して、革の৭のม化やృບのม化がない
͜とをे分に֬ೝしてから行う͜と。

੨৭ロングίー、ޙɿΫϦーχング̎ྫࣄ
トの৭が着用中に部分的にೱくなってき
た（ࣸਅ2-1、2-2）

ਃग़ɿロングίートをΫϦーχングした
用していたら部分的にだ࢖し͹らく、ޙ
んだんと৭がೱくなってγϛができてき
た。Ԛれがついたようにも思えない。ਏ
๊してし͹らく܁りฦし࢖用していると、
だんだんとͻどくなるようだ。ΫϦーχ
ング前とಉ様のѻいをしているが、以前
は͜のような͜とはなかった。ΫϦーχ
ングでԿか特घなॲ理などをしたからで
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あろうか。
はಲ革のスࡐɿ͜のίートの素࡯؍؍֎

エーυである。ਃ出ど͓りίートの革
ද面全ମに࿱ってൗ఺ঢ়にೱࠠのγϛ様
のものが֬ೝできる。৭のೱい部分につ
いて実ମݦඍڸを用いて࡯؍してみるが、
革ද面にҟ物などは付着してはいない。

められたのٻҼ究明をݪҼɿඇഁյでのݪ
で、ม৭部を取り出してࢼ験・分ੳを行
う͜とはできなかった。ݪҼについては
例3とಉ様と思われるので、そͪらでࣄ
ৄड़する。

、ɿ஡ジャέット着用中にӍにೞれ̏ྫࣄ
ࣸ）くと஡৭いൗ఺ঢ়のγϛができたס
ਅ3-1、3-2）2
3
4）

ਃग़ɿ皮ࢷԚれがͻどかったので、͜の紳
士用の༽革スエーυ（஡）のジャέット
をΫϦーχングに出した。ೲ඼されたの
で、ૣ速着用して出かけたと͜ろ、あい
にくӍ降りにあってしまった。ࡿを࣋ͪ
合わせていなかったので、全਎Ӎにೞれ
てしまった。ؼ୐ޙ、すぐに革ද面のਫ
ణをסいたタオルで১き取って風௨しの
良いと͜ろでӄׯしをして͓いた。סく
と஡৭いൗ఺ঢ়のγϛがジャέット全ମ
に出ていてڻいた。ΫϦーχング前にも
ಉ様の経験はあったが、その都度、סい
た෍で১き取ってӄׯししてסかしてい
たが、その時には͜のような͜とにはな
らなかった。Ӎਫの中にԿか༗֐化学物
࣭などがؚまれていたのではないかと心
഑になった。

ɿਃ出ど͓りジャέットの革ද面࡯؍؍֎
全ମに࿱ってས地ঢ়に஡৭いγϛが֬ೝ
できる。外部からԚれなどが付着したの
ではないかとٙわれたので、実ମݦඍڸ
を用いて࡯؍したと͜ろ、革ද面にҟ物
などが付着している͜とはೝめられない。

例̎とಉ様にඇഁյでࣄ例もࣄҼɿ͜のݪ
のݪҼ究明をٻめられたので、ม৭部を
取り出してࢼ験・分ੳを行う͜とはでき
なかった。

͜のࣄ例はΫϦーχングからฦってき
てॳめて着用したと͜ろ、ಥવӍにૺっ
てしまった。סくとས地ঢ়の৭のೱいγ
ϛのようなものが衣ྉ全ମにුかび出て
きた、というものである。

Ҽと思ݪ௨のڞ例３ともにࣄ、例̎ࣄ
われる。すなわͪ、皮革ઐ໳のΫϦーχ
ング店では、ΫϦーχングޙ、͜のよう
なىໟ革に対しては௨ৗ、ޙॲ理޻ఔで
๷・Ꭲਫॲ理を行う。͜の޻ఔをଵった
ためか、あるいはॲ理がෆे分であった
ためにىきたނࣄであるとߟえられる。
スエーυのようなىໟ革やアχϦン࢓上
͛革が଱ਫ性をࣦうと、Ӎなどにૺった
ときなどには革はਫ分をे分にٵਫする。
͜れがסくときに、ਫがキャϦアとして
ಇき、革中の༉ࢷやછྉを革ද面にҠ行
させる。そのޙ、キャϦアとしてಇいた
ਫ分がৠ発するときにછྉがूڽする。
その݁Ռ、ਫ分がৠ発ޙ、革ද面では部
分的に৭のೱいと͜ろができる。͜のࣄ
。づくものと思われるجは͜の現৅にނ

な͓、ಉ様のࣄ例をࣸਅ 3-3 にも紹
介する。

ɿ紳士革製ίートをΫϦーχングに̐ྫࣄ
出したら、部分的にԿかࠇいものがつい
てೲ඼された（ࣸਅ4-1、4-2）10）

ਃग़ɿγーズンオフになったので、៉ྷ
にしてしまって͓͜うと思ってΫϦーχ
ングに出した。ೲ඼された革衣ྉを見る
と、ϙέットやକ全般に఺々とԿかࠇい
ものが付着していた。ΫϦーχング前に
は͜のようなものはなかったとਃし出た
が、ΫϦーχング店からは࠷ॳからあっ
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たのではないかというճ答があった。͜
れではೲಘがいかない。

上࢓ڇは成ࡐɿ͜の革ίートの素࡯؍؍֎
͛革（グϨー）である。ۗपりにໟ皮が
われている。྆କの੾りฦし部分とϙ࢖
έットのपลに付着というよりԿかがࠇ
くに͡み出ているようにも見える。֬ೝ
のために実ମݦඍڸで࡯؍したが、付着
物ではなかった。

めٻҼ究明がݪҼɿ͜の݅もඇഁյでのݪ
られたので、؍٬的なデータがಘられな
いため֬ূをಘるには難しいࣄҊと思わ
れた。͜れは、ઌのࣄ例1、2とはҟなり、
かわとはきもの/P�195　ࣄ例2で紹介し
たࣄ例とಉ様の現৅と思われた11）。すな
わͪ、๓い合わせ時に補ॿ的に用いられ
た઀着テーϓ（γートࡐɿදɿࠇい৭素
でછめられたബいथࢷඃບ、ཪɿج෍）
かఱવゴϜࡎ༹ܥ型઀着ࡎ（業քではゴ
Ϝކとݺশ）がΫϦーχング༹ࡎによっ
て༹ղ・脱མし、ΫϦーχング޻ఔに͓
けるΫϦーχング༹ࡎの脱ӷ、ס૩޻ఔ
によって઀着テーϓ中のࠇい৭素かथࢷ、
あるいはఱવゴϜࡎ༹ܥ型઀着ࡎが革ද
面にҠ行してきたものとߟえられる12
13）。

ΫϦーχングॲ理を行ったΫϦーχン
グ店は皮革ઐ໳のΫϦーχング店ではな
く、ણҡ製඼ઐ໳の店であった。また、
͜の店に出޲いてฉき取りௐࠪを行った
と͜ろ、製඼を࣋ͪ込まれたときの受付
商඼֬ೝه録はなく、受付時の目ࢹ఺ݕ
では、͜ のൗ఺は、特に、هԱにはなかっ
たというճ答であった。

ରࡦɿ革の特性を理ղせずに革衣ྉのΫ
Ϧーχングを行わない͜と。受付時の
఺ݕでは、͜のൗ఺は、特に、ه録され
ていなかったが、受付時には、マχϡア
ルに則った఺߲ݕ目（全ମ૾、৭やキズ、
製඼のଛই度合い、Ϙタンや০りなど付

ଐ඼）に従ってີݫに行うとಉ時に、ࣸ
ਅなどにه録を࢒す͜と3
4
14）。

な͓、皮革ઐ໳のΫϦーχング店であ
れ͹、͜のような革衣ྉの特性によくਫ਼
௨しているので、ચড়͜ޙのようなঢ়ଶ
になってもޙॲ理として޻෉をڽらして
ൺֱ的目立たないような形に࢓上͛る͜
とで対応している。したがって、܁りฦ
しにはなるが、ણҡ製඼をઐ໳とするΫ
Ϧーχング店では皮革のઐ໳知識や的֬
なम෮技術やઃඋを࣋ͪ合わせていない
ので、҆қに革衣ྉのΫϦーχングを行
わない͜とが؊ཁである。͜のような商
඼は皮革ઐ໳のΫϦーχング店に૬ஊす
るか、೚せるべきである。

�ɽ�　ք໘ࡎੑ׆ʹよΔ଱ਫੑの௿Լ
�ɽ�ɽ�　ք໘ࡎੑ׆の࢖用ྔのӨڹ

皮革衣ྉ඼はਫにೞれる͜とによって形
ঢ়ม化や風合いのม化を生͡やすいので、
ΫϦーχングは一般的にυライΫϦーχン
グが行われている。しかし、υライΫϦー
χングॲ理によって革の଱ਫ性が௿下する
͜とがใࠂされている。ઌの３つのࣄ例が
正しくそれに֘当する。଱ਫ性が௿下する
と、ਫにೞれやすくӍなどのਫణによるൗ
఺の発生や৭མͪを生͡る。さらには、଱
ਫ性の௿下からٵਫ性が૿すと、ਫのৠ発
に時ؒをཁしたり、ٵ湿度が高まる͜とに
より、カビの発生やॏྔ૿Ճをもたらすな
ど様々なトラϒルのݪҼとなる。現場では、
ΫϦーχングޙ、͜の଱ਫ性の௿下を๷ぐ
ために製඼ຖにछ々޻෉がなされている。

͜͜では、革の଱ਫ性が௿下するओなݪ
ҼはԿなのかߟえてみたい。͜の଱ਫ性の
௿下のཁҼについて研究ใࠂがあるのでࢀ
。（のため紹介して͓く15ߟ

まず、଱ਫ性のඇৗに高いΫロϜ᯽し革
を用ҙした。͜の革はΫロϜ᯽し革にϞϊ
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アルキルϦンࢎエステルをओ成分とするՃ
でॲ理したもので、革ણҡそのものをࡎࢷ
高度にૄਫ化する͜とで革の଱ਫ性がඈ躍
的に޲上する͜とが知られている16）。Ҽみ
に、͜の技術はウオッγャϒルϨβーの製
造を可能とした17）。

͜の革のಈ的଱ਫ度（*61-10法、屈53ۂճ
�分）を測定したと͜ろ、6
000ճ（໿120分）
であった。Ҽみに、特に଱ਫॲ理をしてい
ない一般の革のಈ的଱ਫ度は屈ۂճ਺がせ
いͥい100ʙ300ճ（਺分）ఔ度である。ま
た、υライΫϦーχングࢼ験は+*4 ,6552
に従った。すなわͪ、υライΫϦーχング
ੴ、（ύーΫロルエνϨン）ܥはԘ素ࡎ༹
༉ܥ（޻業ΨソϦン）、フッ素ࡎ༹ܥの３
छྨを用いた。४උした଱ਫ性の高い革に
対してք面׆性ࡎの࢖用ྔを各υライΫ
Ϧーχング༹100ࡎNM当たりϊχオン（ඇ
イオン）ܥ、アχオン（ӄイオン）ܥそれ
ͧれ規定ྔ0�5Hをਫ分0�1NMとࠞͥて४උす
る。また、͜れとಉ様のखॱで、྆ք面׆
性ࡎをॱ次0�25H、0�10H、0�05H、0Hとݮ少
させた༹ӷを४උする。͜れらのものを
３छྨのυライΫϦーχング༹ࡎを用い

て+*4に規定されたચ୕ࢼ験ػにて、Թ度
40ˆ、30分ચড়を行う。ચড়ޙ、े分にס
૩した上で、͜れらの革について、ಈ的଱
ਫ度ࢼ験を行い଱ਫ性のධՁを行う。

その݁Ռ、ΫϦーχング前の革のಈ的଱
ਫ度は6
000ճであったが、υライΫϦー
χングすると、図1にࣔすと͓り、༹ࡎの
छྨに関わらず଱ਫ性はݶりなく̌にۙづ
き、ஶしく௿下した。ϊχオンܥ、アχオ
ン྆ܥք面׆性ࡎのྔをそれͧれ+*4法の
1�2（0�25H）にྔݮしても、ಈ的଱ਫ度
はほとんどมわらず̌にۙい஋をࣔした。
さらに、྆ք面׆性ࡎのྔを1�5、1�10
にݮらしてみてもಈ的଱ਫ度の޲上はみら
れず、ஶしいಈ的଱ਫ度の௿下がೝめられ
た。

一方、ք面׆性ࡎを全くՃえないとき
（0H、༹ࡎのみ）のΫϦーχングでは、3
छྨの༹ڞࡎに଱ਫ度は௿下せずに、ٯに
6
000ճから7
750ճ（໿145分）とその଱ਫ
性は໿30ˋ޲上している。͜のݪҼは、͜
の革はϞϊアルキルϦンࢎエステルを適用
して଱ਫ性を付༩させている。͜の革に༹
上するという͜޲ॲ理を行うとૄਫ性がࡎ
とがใࠂされている16
17） が、その͜とを࠶
現した͜とになる。したがって、͜の研究
はそのޮՌをূݕした݁Ռともなっている。

͜れらの݁Ռから、革のυライΫϦーχ
ングによる଱ਫ性の௿下ཁҼはυライΫ
Ϧーχング༹ࡎによるのではなく、ք面׆
性ࡎのӨڹが大きいとߟえられた。

�ɽ�ɽ�　ք໘ࡎੑ׆のछྨʹよΔӨڹ
高଱ਫ（ૄਫ）性革の଱ਫ性を௿下させ

た࠷大ཁҼはք面׆性ࡎにある͜とを明ら
かにした。次に、アχオンܥとϊχオンܥ
の̎छྨのք面׆性ࡎが、革の଱ਫ性にど
のようにӨڹを及ぼしているかを֬ೝする
ために以下の実験を行った。すなわͪ、Ԙਤ̍ɽ଱ਫੑʹٴ΅͢ք໘࢖ࡎੑ׆用ྔのӨڹ
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素ܥの༹ࡎ中でアχオンܥとϊχオンܥք
面׆性ࡎをそれͧれ୯ಠで用い、࢖用ྔ
を規定の0�5Hのものと、ઌのखॱとಉ様に
1�2、1�4、1�5、1�10とྔݮした時のಈ
的଱ਫ度を測定した。その݁Ռを図2にࣔ
すが、アχオンܥ、ϊχオンܥいずれのք
面׆性ࡎもೱ度の૿Ճに൐ってಈ的଱ਫ度
は௿下した。中でも、特に、アχオンܥք
面׆性ࡎの方がಈ的଱ਫ度に及ぼすӨڹが
ஶしい͜とが明らかであった。

�ɽ�ɽ�　͗͢͢のӨڹ
υライΫϦーχングすると、ಈ的଱ਫ度

はυライΫϦーχング༹ࡎのछྨに関わら
ず、8ʙ10ճ（9ʙ11ඵ）とஶしく௿下した。
そ͜で、υライΫϦーχングޙ、ք面׆性

100NMのみですすぎࡎとਫをՃえずに༹ࡎ
。を1ʙ6ճ行った（ચড়、40ˆ、30分ؒ࠶）
ද1に各々のચড়༹ࡎでચড়時（0ճ）と
すすぎ時に͓けるそれͧれの革のಈ的଱ਫ
度をࣔす。その݁Ռ、いずれの༹ࡎでચড়
してもಈ的଱ਫ度に及ぼすすすぎのޮՌは
ೝめられない。したがって、༹ࡎのみのす
すぎはυライΫϦーχングޙの革の଱ਫ性
のվળには༗ޮではなかった。

�ɽ�ɽ4　ૄਫੑֵの଱ਫੑ௿ԼのݪҼ
以上の݁Ռから、革衣ྉをυライΫϦー

χングすると଱ਫ性が௿下するݪҼは、革
にք面׆性ࡎがٵ着し革の਌ਫ性がஶしく
૿大する͜とによるとߟえられる。͜の革
を܁りฦし༹ࡎによってすすぎをしても͜
のք面׆性ࡎをআڈする͜とはできず、͜
の革のૄਫ性をվળする͜とができない͜
とが明らかであった。

したがって、皮革ઐ໳のΫϦーχング店
では͜れをվળするために、ޙॲ理޻ఔで
Ճࡎࢷの付༩や๷・Ꭲਫॲ理など様々な޻
෉をし、଱ਫ性の付༩を成し਱͛ている。

�ɽ�　人޻ൽֵ・߹੒ൽֵ製ҥྉ඼のυ
ϥΠΫϦーχϯグ

ɿ革製のϋーフίート（ࠠ৭）を皮̑ྫࣄ
革ઐ໳のΫϦーχング店に出したと͜ろ、
のपғがぼろぼろにണ཭し、全ମにݞ
͝わ͝わでߗくなってฦってきた（ࣸਅ
5-1）18）。

ਃ͠ग़ɿ4年ؒ着用しԚれが目立ってきた
ので、皮革ઐ໳のΫϦーχング店に出し
たと͜ろݞճりがぼろぼろになって࢖用
に଱えないঢ়ଶでฦ඼された。店ଆから
革がྼ化していたから͜のようになった
と言われたがೲಘがいかない。

を中心にృບがണ཭してޱݞɿ࡯؍؍֎
いてج෍のようなものが࿐出しているの

ද̍�͗͢͢ճ਺͕ಈత଱ਫ౓のٴ΅͢Өڹ

υライΫϦーχ
ング༹ࡎのछྨ ಈ的଱ਫ度（ճ਺）

すすぎճ਺ 0 � � �
Ԙ素ܥ�1 10 7 9 10
ੴ༉ܥ�2 9 10 10 9
フッ素ܥ�3 8 11 17 6
��ɿύーΫロϧΤνϨϯɺ��ɿۀ޻用ΨιϦϯɺ
��ɿ�
�
��τϦΫロロ��
�
��τϦϑϧΦロΤタϯ

�ਤ�ɽ଱ਫੑʹٴ΅͢ք໘ࡎੑ׆のछྨのӨڹ�
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を֬ೝした。ද素ࡐの成分は'5-*3によ
る分ੳからϙϦウϨタンである͜とがわ
かった。したがって、͜の革衣ྉはఱવ
皮革製ではなく、ج෍の上にϙϦウϨタ
ンथࢷをృ෍した合成皮革製であった。

のϙϦウϨタンࡐҼɿ͜の衣ྉのද面素ݪ
は௕期にਫに৮れる、あるいは高Թଟ湿
なڥ؀に௕時ؒにമされるとՃਫ分ղを
しஶしくྼ化する͜とがよく知られ͜ى
ている19
20）。͜のࣄ例は、まさしくϙϦ
ウϨタンのՃਫ分ղの代ද例である。

ճりなど௚ࣹ日ޫに৮れやすいՕ所ݞ
を中心にྼ化がஶしい。͜のࣄ例につい
ては、Ճਫ分ղのみならず、特に௚ࣹ日
ޫにമされるػ会もଟい͜とから、ޫや
೤によるࢎ化ྼ化などのෳ合したྼ化が
。えられるߟ

ϙϦウϨタン製඼は、着用やอ؅中の
湿気、Թ度などによってྼ化が͜ىりや
すく、ण໋は 5 年前ޙともいわれてい
る。ߪ入ޙ時ؒを経たものをΫϦーχン
グすると、͜のྼ化がଅ進され、部分的
にஶしくృບの༹ղ・脱མが͜ىったも
のと思われる。͜のような合成皮革のృ
ບが༹ղআڈされج෍が࿐出したঢ়ଶに
なると、ఱવ皮革とはҟなり、ޙॲ理に
よるృບのम෮は難しいと思われる。

ରࡦɿメーカーはϙϦウϨタン製඼につい
ての৘ใ提供がඞཁである。また、製඼
を༬かるΫϦーχング業者は、受付時に
඼࣭දࣔの֬ೝ౳から合成皮革製඼であ
る͜とを೺Ѳし、合成皮革製඼として࢓
分け分ྨした上で、それに適した取りѻ
いを行うඞཁがある。また、ϙϦウϨタ
ン製඼の特性についてे分に理ղすると
ともに、消費者に対しても͜れらの特性
をे分に説明した上でΫϦーχングを行
う͜と。

また、Ԛれをపఈしてআڈしようとす

ると、ൺֱ的メンテφンス性に༏れた合
成皮革といえどもその素ࡐにダメージを
༩えてしまう͜とがある。まずは、ݪ則
として素ࡐをইめないという࢟੎でԚれ
をམとす͜とを心がける͜と。͜のため
には、受付時に、消費者に対してද面素
の合成皮革をইめないようにԚれをআࡐ
する͜との難しさを説明し、Ԛれのআڈ
քがある͜とを఻えてྃղをಘݶにはڈ
て͓くඞཁがある。

͜のようなデϦέートな商඼は、でき
れ͹、ԚれのஶしいՕ所のみを部分ચい
するか、১きચいఔ度でࡁませるべきで
ある。

ಉ様のࣄ例をଟく経験したので、ࣸਅ
5-2、5-3、5-4 に紹介して͓く。

�ɽ·ͱΊ
今ճも、革衣ྉのΫϦーχングのࣄނࣄ

例について取り上͛た。まず、革衣ྉはυ
ライΫϦーχングされると革の଱ਫ性がஶ
しく௿下する。଱ਫ性の௿下ཁҼについて
ք面׆性ࡎのӨڹによる͜とを化学的にࣔ
し、特に、ϊχオンܥよりアχオンܥのք
面׆性ࡎのӨڹがஶしい͜とを紹介した。
͜のք面׆性ࡎをআڈするために༹ࡎのみ
で6ճもすすぎを܁りฦし行っても଱ਫ性
はվળしない͜とをࣔした。͜れをվળす
るために、ΫϦーχングޙのम෮ॲ理とし
て、Ճࡎࢷ、Ꭲਫࡎや๷ਫࡎ౳を選୒的に
適੾に付༩する͜とが現場では行われてい
る͜とを紹介した。また、合成皮革製衣ྉ
඼のࣄނࣄ例なども紹介した。

革衣ྉのΫϦーχング方法については܁
りฦしه載しているが、ΫϦーχング༹ࡎ
中にՃࡎࢷをఴՃする͜と、ΫϦーχング
࢓ॲ理、すなわͪ、৭の補मやృ装ޙのޙ
上͛、風合い෮׆ॲ理、࠶๓製などの技術
やઃඋをඞཁとする͜とが一般のણҡ製඼
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をચう場合とは大きくҟなる。͜のような
対応ができないなら、皮革ઐ໳のΫϦーχ
ング店に೚せる͜とがඞਢである。革の特
性や革の取ѻい方法についてे分な知識や
経験、そして技術やઃඋもないঢ়ଶで革衣
ྉを҆қにચわない͜とである。
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